
＜別記　６＞

事業費

着工 完了 （億円）
前年度迄
事業費

進捗率
用地
進捗率

H20年度
事業費

H21年度
以降事業

（億円） (%) (%) （億円） （億円） 当初 現行

水産部

水産基盤計画課

（当初）
防波堤（改良）70m
護岸（改良）30m
-5m岸壁(A)60m
-5m岸壁(B)1基
-4m岸壁(補修)150m
-3m岸壁200m
-3m岸壁(補修)100m
-2m物揚場(補修)70m
浮桟橋1基
船揚場30m
補助突堤(A)50m
補助突堤(B)40m
補助突堤(C)50m
道路660m
用地(A)8,700ｍ2

H14 H23 15.0

（変更）
-5m岸壁(A)60m
-5m岸壁(B)1基
-4m岸壁(補修)150m
-3m岸壁50m
-3m岸壁(補修)100m
-2m物揚場(補修)70m
道路330m
用地(A)2,000ｍ2
用地(護岸)(A)26m

H14 H21 4.2

H10 H19 5.7

H10 H21 5.5

(当初)
ｾﾝﾀｰｿﾞｰﾝ　A=33,850㎡
三重-1　　　A=11,700㎡
三重-2　　　A=28,000㎡
沖平-1　　　A=　4,150㎡
沖平-2　　　A=　6,900㎡

S63 H19 13.4

(変更）
ｾﾝﾀｰｿﾞｰﾝ　A=33,850㎡
三重-1　　　A=11,700㎡
沖平-1　　　A=　4,150㎡
沖平-2　　　A=　6,900㎡

S63 H21 11.9

・事業見直しによ
る総費用額の減
少。
・近年多発する地
震等災害発生時
の避難機能を評
価した。

なし
見直し
継続

H15

団地開発に伴い、H15年
度に都市公園が設置され
たことで、当事業による公
園整備を見直し箇所を減
じて規模を縮小した。

アンケート調査
で、現在整備中
の運動広場、芝
生広場の整備
要望を確認して
いる。

1.22 1.25100 0.7 0.6
長崎漁港広域
漁港漁場(特
定）整備事業

長崎市
再評価後
５年経過

10.6 85.4

水計
－３

個別

漁港環境整備事業 長崎漁港 県

1.06
少子高齢により利
用率が若干減少し
ている。

なし 継続H15特になし

平成１８年３月、宇久町
は、佐世保市と合併し財
政再建に取り組んでいる
状況のなかで、平成１９年
度までに完成できなかっ
たが、漁業集落の安全確
保の面から集落道整備は
重要であり、平成２１年度
の完成を目指す。

集落道・雨水排
水路・防災安全
施設が完成に
近づいており、
集落道の１路線
を残すのみと
なっている。完
成している施設
は地元住民か
ら評判もよく、残
りの施設につい
ても早期に完成
を望んでいる。

1.0993 95 0.2 0.2
佐世保

市
宇久町

集落道　　L=2,330m
雨水排水路　　L=457m
防災安全施設　　1式

再評価後
５年経過

5.1

水計
－２

個別

漁業集落環境整備
事業

神の浦漁港 市

事業見直しによる
総費用額の減少

代替案の可能
性はない

見直し
継続

－
陸揚量及び利用漁船とも
に減少傾向にある。

当地区に漁業
関連施設を集
約し流通の効
率化を図る地
元計画は、漁業
経営の悪化の
ため、内部調整
により取りやめ
となった。

1.27 1.19- 0.0 0.8
荒川漁港環境
整備事業

五島市
玉之浦

町

漁業情勢の急
激な変化によ
る計画の見直
し

3.4 81

水計
－１

個別

広域漁港整備事業
（一般）

荒川地区
（荒川漁港）

県

対応方針
（原案）

再評価の
理由

再評価の視点

関連事業
の状況

社会経済
情勢の変化

前回審議
年度事業名

事業計画

施設名
事業
主体
事業箇所 事業概要

工  期

平成20年7月9日作成　　平成20年度　再評価対象事業一覧表

上段：当初　下段：変更

コスト縮減
及び
代替案立案の
可能性の有無

地元等
の意向

費用対効果分析事業進捗の状況及び見込み

Ｂ／Ｃ 分析基礎の
要因の変化
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＜別記　６＞

事業費

着工 完了 （億円）
前年度迄
事業費

進捗率
用地
進捗率

H20年度
事業費

H21年度
以降事業

（億円） (%) (%) （億円） （億円） 当初 現行

対応方針
（原案）

再評価の
理由

再評価の視点

関連事業
の状況

社会経済
情勢の変化

前回審議
年度事業名

事業計画

施設名
事業
主体
事業箇所 事業概要

工  期

平成20年7月9日作成　　平成20年度　再評価対象事業一覧表

上段：当初　下段：変更

コスト縮減
及び
代替案立案の
可能性の有無

地元等
の意向

費用対効果分析事業進捗の状況及び見込み

Ｂ／Ｃ 分析基礎の
要因の変化

農林部

林務課

Ｈ10 Ｈ20 4.0

Ｈ10 Ｈ22 4.7

1.65
完成年度の遅延・
事業費の増加によ
るもの

砂利舗装につ
いて再生クラッ
シャーランを使
用

継続H15-

　森林面積・林家戸数・産
出額に変化はない。　既
開設区間は順次供用を開
始し森林整備を後押しし
ているが、CO2吸収源対
策推進のため全線開通
（連絡線形）が強く望まれ
ている。

利用区域には県
産材生産団地も
含まれており、事
業の早期完成を
切望している。

1.9275 - 0.4 0.8
波佐見

町

延長　3,000ｍ
幅員　4.0ｍ
利用区域面積　77hａ

再評価後
５年経過

3.5
林務
－１

森林整備事業
森林管理道
永尾小樽線

町
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＜別記　６＞

事業費

着工 完了 （億円）
前年度迄
事業費

進捗率
用地
進捗率

H20年度
事業費

H21年度
以降事業

（億円） (%) (%) （億円） （億円） 当初 現行

対応方針
（原案）

再評価の
理由

再評価の視点

関連事業
の状況

社会経済
情勢の変化

前回審議
年度事業名

事業計画

施設名
事業
主体
事業箇所 事業概要

工  期

平成20年7月9日作成　　平成20年度　再評価対象事業一覧表

上段：当初　下段：変更

コスト縮減
及び
代替案立案の
可能性の有無

地元等
の意向

費用対効果分析事業進捗の状況及び見込み

Ｂ／Ｃ 分析基礎の
要因の変化

環境部

水環境対策課

H11 H28 42.5

H11 H28 42.5

Ｈ11 Ｈ26 74.6

Ｈ11 Ｈ26 74.6

H11 H27 25.3

H11 H27 25.3

水対
－１

公共下水道事業
西海市特定環境保
全公共下水道事業
（大串処理区）

市 西海市

計画区域　64ha
計画人口　2,900人
計画汚水量（日最大）
1,500ｍ3／日

事業採択後
10年経過

20.1 47.3 100 4.5 17.9

農業集落排水
事業(小迎地
区、皆割石地
区)(H6～H14)
浄化槽事業

事業計画において加味した
開発人口に変更はない。そ
の他、事業計画値の見直し
を要する様な社会経済情
勢の変化はない。

住民の下水道
事業に対する
関心は高く、早
期の整備を望
む声が多い。

－ 1.27 当初算出なし
代替案の可能
性はない。

－ 継続

水対
－２

公共下水道事業
雲仙市特定環境保
全公共下水道事業
（吾妻処理区）

市 雲仙市

計画区域273ha
計画人口6900人
計画汚水量（日最大）
3200m3/日

事業採択後
10年経過

51.9 70.0 100 7.6 15.1
市町村型合併
浄化槽（区域
外）H17～H24

平成１７年度に7町による
合併を完了。公共用水域
及び住環境の保全のため
下水道事業を継続して推
進することに変わりなし

住民の下水道
事業に関する
関心は高く、早
期接続を望む
声が多い

－ 1.57 当初算出なし
代替案の可能
性はない

－ 継続

水対
－３

公共下水道事業
小値賀町特定環境
保全公共下水道事
業（笛吹処理区）

町
小値賀

町

計画区域　80ha(区域)
計画人口　2,350人
計画汚水量(日最大)
1,100ｍ3/日

事業採択後
10年経過

23.6
代替案の可能
性はない

－
農業集落排水
事業(浜津地
区)(H14～H17)

生活排水による魚場環境
の悪化が考えられる中、
漁業は本町の経済の柱で
あり、下水道の整備は必
要不可欠である。

下水道整備効
果が徐々に現
れ、住民の下水
道に関する関
心が高くなっ
た。

－ 1.21 当初算出なし93 100 0.0 1.7 継続
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＜別記　６＞

事業費

着工 完了 （億円）
前年度迄
事業費

進捗率
用地
進捗率

H20年度
事業費

H21年度
以降事業

（億円） (%) (%) （億円） （億円） 当初 現行

対応方針
（原案）

再評価の
理由

再評価の視点

関連事業
の状況

社会経済
情勢の変化

前回審議
年度事業名

事業計画

施設名
事業
主体
事業箇所 事業概要

工  期

平成20年7月9日作成　　平成20年度　再評価対象事業一覧表

上段：当初　下段：変更

コスト縮減
及び
代替案立案の
可能性の有無

地元等
の意向

費用対効果分析事業進捗の状況及び見込み

Ｂ／Ｃ 分析基礎の
要因の変化

土木部

港湾課

(当初)
航路(-5.5ｍ)　11,000
泊地(-5.5ｍ)　33,000m2
護岸(防波)　280ｍ
岸壁(-5.5m)(A)　100ｍ
岸壁(-5.5m)(B)　100ｍ
道路(A)　6ｍ×1,440ｍ
道路(C)　6ｍ×45ｍ
道路(D)　6ｍ×210ｍ
橋梁(A)　1基
橋梁(B)　1基

H6 H19 38.9

(変更)
泊地(-5.5ｍ)　65,700m2
護岸(防波)　70ｍ
岸壁(-5.5m)(A)　100ｍ
道路(A)　6ｍ×1,300ｍ
道路(C)　6ｍ×45ｍ
橋梁(A)　1基
橋梁(B)　1基

H6 H23 35.9

H11 H23 33.5

H11 H23 33.5

H11 H17 10.5

H11 H26 8.6

5.29 採択時、算出なし － 継続－特になし

護岸前面が良好な藻場と
なっており、工事による影
響を軽減するために一部
区間を消波ﾌﾞﾛｯｸ工法か
ら嵩上げ工法に変更し
た。その際の地元調整に
平成16年度から19年度ま
での期間を要している。

護岸の天端高
不足に対し、早
急な護岸の整
備が望まれて
いる。

－28 - 0.3 5.9

継続－

港湾
－３

個別

福島港海岸保全事
業

護岸整備 県 松浦市
護岸（消波）　1,065m
護岸（改良）　　680m

事業採択後
10年経過

2.4

－ 1.35
代替案の可能
性は無い

17.1 特になし
近年、韓国（釜山）航路の
旅行客が大幅に伸びてい
る

早期完成が望
まれている。

14.3 42.8 0 2.1

可能な限りコス
ト縮減を図る
代替案の可能
性はない

見直し
継続

H15

港湾
－２

個別

比田勝港改修事業
比田勝地区
複合一貫輸送ターミ
ナル整備

県 対馬市

泊地(-7.5m)　V=11,540㎥
岸壁(-7.5m)　L=150ｍ
岸壁(-7.0m)　L=40ｍ
道路　6ｍ×700ｍ
駐車場　A=5,430㎡

事業採択後
10年経過

供用中の1バー
スについては、
砂業者１社、１
組合及び金属
業者、木材業者
が調整しながら
岸壁を使用して
おり、早期完成
が望まれてい
る。

1.69 1.26

・事業費の見直し
によるもの
・需要の見直しに
よるもの

1.1 3.3 特になし

H19.9に1バース目の暫定
供用を開始したが、取扱
数量が、計画した数量に
比べて少ない状況であ
る。

港湾
－１

個別

久山港改修事業
久山地区
国内物流ターミナル
整備

県 諫早市
再評価後
５年経過

31.5 88 100
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＜別記　６＞

事業費

着工 完了 （億円）
前年度迄
事業費

進捗率
用地
進捗率

H20年度
事業費

H21年度
以降事業

（億円） (%) (%) （億円） （億円） 当初 現行

対応方針
（原案）

再評価の
理由

再評価の視点

関連事業
の状況

社会経済
情勢の変化

前回審議
年度事業名

事業計画

施設名
事業
主体
事業箇所 事業概要

工  期

平成20年7月9日作成　　平成20年度　再評価対象事業一覧表

上段：当初　下段：変更

コスト縮減
及び
代替案立案の
可能性の有無

地元等
の意向

費用対効果分析事業進捗の状況及び見込み

Ｂ／Ｃ 分析基礎の
要因の変化

河川課

S63 H19 78.0

S63 H24 98.4

H15 H25 17.0

H15 H25 17.0

S55 H20 23.6

S55 H24 23.6

S58 H22 30.0

S58 H25 30.0

H3 H21 16.0

H3 H28 16.0

S57 H21 12.2

S57 H26 12.2

H5 H25 35.0

H5 H27 35.0

S49 H24 52.0

S49 H29 52.0

S36 H20 69.1

S36 H23 69.1

H3 H25 78.0

H3 H27 90.0

S43 H23 25.0

S43 H30 25.0

H15 継続13.04 15.83
算出手法の変更
等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

11.1 特になし
佐世保市の中心市街地と
して、大きな変動はない。

早期完成を要
望。

13.9 55.6 72.4 0.0

・算出手法の変更
・軟弱地盤におけ
る護岸・橋梁施工
にともなう事業費
の増等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15

河川
－１１

個別

総合流域防災事業 日宇川 県
佐世保

市

改修延長　Ｌ＝２，００２ｍ
河道拡幅等に伴う河床掘
削、護岸整備、橋梁架替等

再評価後
５年経過

特に開発計画はないが、
県道沿いに宅地化が進ん
でいる。

早期完成を要
望。

4.80 3.9087.1 3.0 18.2

佐世保市都市
下水路事業と
調整しながら進
めている。

11.70
算出手法の変更
等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15特になし
西九州道路の整備に伴っ
て、企業の立地もみられ
る。

早期完成を要
望。

12.2390.0 100.0 0.3 6.6
佐世保
市佐々

町

改修延長　Ｌ＝６，２３０ｍ
河道拡幅等に伴う河床掘
削、築堤、護岸整備、橋梁
架替等

再評価後
５年経過

62.2
河川
－９

総合流域防災事業 佐々川 県

算出手法の変更
等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案と比較し
たうえで最適案
と判断した。

H15 継続

市郊外の住宅地で、特に
開発計画はないが、道路
整備と合わせて、さらなる
宅地化も予想される。

早期完成を要
望。

1.73 1.90

継続

河川
－８

総合流域防災事業
再評価後
５年経過

40.6 78.1 95.0 0.6 10.8 特になし

5.04
算出手法の変更
等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15特になし

特に開発計画はないが、
道路整備が進められてい
るので、今後、宅地化が
進むと考えられる。

早期完成を要
望。

5.7175.7 85.0 0.5 8.0長与町
改修延長　Ｌ＝１，４５９ｍ
河道拡幅に伴う河床掘削、
護岸整備、橋梁架替等

再評価後
５年経過

26.5
河川
－７

総合流域防災事業 高田川 県

算出手法の変更
等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15 継続
特に開発計画もなく、人口
の変動も少ない。

早期完成を要
望。

1.35 1.21

継続

河川
－６

総合流域防災事業
再評価後
５年経過

9.0 73.8 99.4 0.0 3.2 特になし

3.23
算出手法の変更
等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案と比較し
たうえで最適案
と判断した。

H15特になし

特に開発計画はないが、
道路整備が進められてい
るので、今後、宅地化が
進むと考えられる。

早期完成を要
望。

3.9052.5 68.0 0.4 7.2長崎市

改修延長　Ｌ＝１，００６ｍ
河道拡幅に伴う河床掘削、
築堤、護岸整備及び橋梁架
替等

再評価後
５年経過

8.4
河川
－５

総合流域防災事業 江川 県

継続

特になし
特に開発計画もなく、人口
の変動も少ない。

早期完成を要
望。

1.12 1.24
算出手法の変更
等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15 継続

2.41
算出手法の変更
等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15特になし
特に開発計画もなく、人口
の変動も少ない。

早期完成を要
望。

1.49

算出手法の変更
等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15 継続
特に開発計画もなく、人口
の変動も少ない。

早期完成を要
望。

2.79 3.9180.0 0.5 12.5 特になし

継続

河川
－２

個別

総合流域防災事業 山田川 県 雲仙市
改修延長　Ｌ＝１，０００ｍ
河道拡幅等に伴う河床掘
削、護岸整備及び橋梁架替

再評価後
５年経過

4.0 23.6

継続

河川
－１０

個別

総合流域防災事業 日野川 県
佐世保

市

改修延長　Ｌ＝１，８４０ｍ
河道拡幅に伴う河床掘削、
築堤、護岸整備、橋梁架替
等

再評価後
５年経過

68.8 76.4

鹿尾川 県 長崎市
改修延長　Ｌ＝３，８７０ｍ
河道拡幅に伴う河床掘削、
護岸整備、橋梁架替等

三重川 県 長崎市
改修延長　Ｌ＝７６０ｍ
河道拡幅等に伴う河床掘
削、護岸整備、橋梁架替等

60.3 100.0 0.0 11.9諫早市

改修延長　Ｌ＝９００ｍ
河道拡幅等に伴う河床掘
削、築堤、護岸整備、橋梁
架替、水門（樋門）改築等

再評価後
５年経過

18.1

河川
－４

個別

総合流域防災事業 仁反田川 県

81.4 100.0 0.6 3.8西海市

改修延長　Ｌ＝１，８００ｍ
河道拡幅に伴う河床掘削、
築堤、護岸整備及び橋梁架
替等

再評価後
５年経過

19.2
河川
－３

総合流域防災事業 大明寺川 県

5.83

・算出手法の変更
・左岸バイパス、
中央橋等の大型
施設及び関連工
事に係る事業費の
増

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案と比較し
たうえで最適案
と判断した。

継続H15特になし
長崎市の中心市街地とし
て、大きな変動はない。

早期完成を要
望。

6.6383.7 98.0 6.0 10.0長崎市

改修延長　Ｌ＝１，７５０ｍ
河道拡幅に伴う河床掘削、
護岸整備、橋梁架替及び左
岸バイパス等

再評価後
５年経過

82.4

河川
－１

個別

都市基幹
河川改修事業

中島川 県
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＜別記　６＞

事業費

着工 完了 （億円）
前年度迄
事業費

進捗率
用地
進捗率

H20年度
事業費

H21年度
以降事業

（億円） (%) (%) （億円） （億円） 当初 現行

対応方針
（原案）

再評価の
理由

再評価の視点

関連事業
の状況

社会経済
情勢の変化

前回審議
年度事業名

事業計画

施設名
事業
主体
事業箇所 事業概要

工  期

平成20年7月9日作成　　平成20年度　再評価対象事業一覧表

上段：当初　下段：変更

コスト縮減
及び
代替案立案の
可能性の有無

地元等
の意向

費用対効果分析事業進捗の状況及び見込み

Ｂ／Ｃ 分析基礎の
要因の変化

S43 H18 33.0

S43 H21 34.4

S57 H18 18.9

S57 H22 19.0

H14 H21 10.7

H14 H25 10.7

S56 H25 31.6

S56 H30 31.6

算出手法の変更
等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15 継続
特に開発計画はないが、
河川沿いに宅地化が進ん
でいる。

早期完成を要
望。

3.70 4.0883.6 0.2 9.4 特になし

継続

河川
－１５

都市基盤
河川改修事業

江川川 市 長崎市
改修延長　Ｌ＝２，５３０ｍ
河道拡幅等に伴う河床掘
削、護岸整備、橋梁架替等

再評価後
５年経過

22.0 69.6

5.71
算出手法の変更
等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15特になし
特に開発計画もなく、人口
の変動も少ない。

早期完成を要
望。

4.5743.0 88.9 0.6 5.5対馬市
改修延長　Ｌ＝１，６８０ｍ
河道拡幅に伴う河床掘削、
護岸整備、橋梁架替等

再評価後
５年経過

4.6
河川
－１４

総合流域防災事業 田川 県

算出手法の変更
等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15 継続
特に開発計画もなく、人口
の変動も少ない。

早期完成を要
望。

5.11 5.74100.0 1.0 1.0 特になし

継続

河川
－１３

総合流域防災事業 古田川 県 平戸市
改修延長　Ｌ＝１，６６５ｍ
河道拡幅に伴う河床掘削、
護岸整備、橋梁架替等

再評価後
５年経過

17.0 89.5

10.61
算出手法の変更
等

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15特になし
佐世保市の中心市街地と
なっており、開発が進んで
いる。

早期完成を要
望。

11.5193.9 100.0 0.7 1.4
佐世保

市

改修延長　Ｌ＝３，１３０ｍ
河道拡幅等に伴う河床掘
削、護岸整備、橋梁架替等

再評価後
５年経過

32.3
河川
－１２

総合流域防災事業 佐世保川 県
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＜別記　６＞

事業費

着工 完了 （億円）
前年度迄
事業費

進捗率
用地
進捗率

H20年度
事業費

H21年度
以降事業

（億円） (%) (%) （億円） （億円） 当初 現行

対応方針
（原案）

再評価の
理由

再評価の視点

関連事業
の状況

社会経済
情勢の変化

前回審議
年度事業名

事業計画

施設名
事業
主体
事業箇所 事業概要

工  期

平成20年7月9日作成　　平成20年度　再評価対象事業一覧表

上段：当初　下段：変更

コスト縮減
及び
代替案立案の
可能性の有無

地元等
の意向

費用対効果分析事業進捗の状況及び見込み

Ｂ／Ｃ 分析基礎の
要因の変化

砂防課

S57 H20 9.0

S57 H25 11.0

H1 H30 26.6

H1 H34 28.8

S56 H22 10.7

S56 H25 12.2

S62 H20 13.5

S62 H23 13.5

S61 H21 11.5

S61 H22 12.7

S48 H21 14.5

S48 H24 15.5

H11 H21 12.0

H11 H21 12.0

1.111.5 90.2 100 0.2

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性は無い。

H15 継続

砂防
－５

地すべり対策事業 飛島地区 県 松浦市

集水井4基
集水Bor55本
横Bor89本
杭打工163本
法枠工4,798㎡
ｱﾝｶｰ工278本

再評価後
５年経過

地すべり対策工
事の早急な完
成を望んでい
る。

12.78 12.76
工期の延長によ
る。

100 1.0 1.2 特になし

継続

砂防
－４

地すべり対策事業 高野地区 県 松浦市

集水井6基
集水Bor101本
排水Bor6本
横Bor74本
杭打工441本

再評価後
５年経過

11.3 83.8

2.54

対策工詳細設計
による事業費の増
並びに保全対象
の増。

抑制工の効果
を継続的に観
測しながら施設
配置等の最適
化を図り、コス
ト縮減に努め
る。

H15100 0.7 2.5
隣接地にて市
の区画整理事
業が進行中

継続

砂防
－３

地すべり対策事業 里地区 県 松浦市

集水井11基
集水Bor232本
排水Bor11本
横Bor86本
杭打工376本
ｱﾝｶｰ工72本
隧道工1,133m

再評価後
５年経過

9.0 73.8

1.11
対策工詳細設計
による事業費の
増。

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性は無い。

H1546.5 100 1.9 13.5

継続

砂防
－２

地すべり対策事業 腰差地区 県 松浦市

集水井15基
集水Bor226本
排水Bor22本
横Bor13本
杭打工229本
水路工1,000m

再評価後
５年経過

13.4

2.16
対策工詳細設計
による事業費の
増。

抑制工の効果
を継続的に観
測しながら施設
配置等の最適
化を図り、コス
ト縮減に努め
る。

H15

砂防
－６

地すべり対策事業 大屋地区 県 鹿町町

集水井6基
集水Bor96本
横Bor116本
法面工12,654㎡
杭打工204本
ｱﾝｶｰ工455本

再評価後
５年経過

14.3 92.5 98 0.7 0.5 特になし

近年、地すべり運動は全
体的に小康状態と言える
が、斜面直下に保全対象
である人家、町道が位置
することから対策工の早
期概成が望まれている。

地すべり対策工
事の早急な完
成を望んでい
る。

3.70 3.46
対策工詳細設計
による事業費の
増。

抑制工の効果
を継続的に観
測しながら施設
配置等の最適
化を図り、コス
ト縮減に努め
る。

H15 継続

砂防
－７

地すべり対策事業 香焼地区 県 長崎市

集水井4基
集水Bor58本
排水Bor4本
横Bor79本
杭打工182本
法面工6,500㎡

事業採択後
10年経過

10.1 83.8 100 0.7 1.2 特になし

これまでの対策により地
すべり変動は小康状態だ
が、保全対象には災害時
要援護者施設もあり、早
急な地すべりの収束が望
まれている。

地すべり対策工
事の早急な完
成を望んでい
る。

8.44 8.36
人家戸数の減によ
る。

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性は無い。

－ 継続

砂防
－１

地すべり対策事業 白井岳地区 県 松浦市

集水井7基
集水Bor113本
横Bor86本
杭打工216本

再評価後
５年経過

8.2 74.8

特になし

ブロック末端は急崖で宅
地が並んでおり、近年で
は市の漁港施設も完成し
たため、対策工の早期概
成が望まれている。

地すべり対策工
事の早急な完
成を望んでい
る。

100 0.4 2.4 特になし

当地区は地すべり末端に
二級河川調川川が流れ、
下流には住宅地が広がっ
ており保全効果が高い。
現在は対策工が完了した
ブロックにおいては地すべ
りの動きは沈静化してい
る。

地すべり対策工
事の早急な完
成を望んでい
る。

継続1.44
事業費の増によ
る。

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性は無い。

H151.75

2.40

特になし

保全対象に重要な公共施
設（河川､道路)が多く、松
浦-伊万里の交通の要所
となっているため、地すべ
りの早期収束が望まれて
いる。

地すべり対策工
事の早急な完
成を望んでい
る。

1.14

松浦市の土地区画整理
事業に伴う宅地造成によ
り、保全対象人家の増加
が見込まれ、以前より増し
て早期対策工の完了が望
まれている。

地すべり対策工
事の早急な完
成を望んでい
る。

2.56

地すべり末端部付近には
市営住宅があり、保全人
家も多く、早期な対策工の
完成が望まれている。
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＜別記　６＞

事業費

着工 完了 （億円）
前年度迄
事業費

進捗率
用地
進捗率

H20年度
事業費

H21年度
以降事業

（億円） (%) (%) （億円） （億円） 当初 現行

対応方針
（原案）

再評価の
理由

再評価の視点

関連事業
の状況

社会経済
情勢の変化

前回審議
年度事業名

事業計画

施設名
事業
主体
事業箇所 事業概要

工  期

平成20年7月9日作成　　平成20年度　再評価対象事業一覧表

上段：当初　下段：変更

コスト縮減
及び
代替案立案の
可能性の有無

地元等
の意向

費用対効果分析事業進捗の状況及び見込み

Ｂ／Ｃ 分析基礎の
要因の変化

都市計画課

H1 H18 81.2

H1 H21 106.0

S48 H18 165.0

S48 H23 161.0

H6 H19 18.5

H6 H21 20.8

S63 H19 163.7

S63 H21 180.7

S58 H19 72.0

S58 H23 61.9

S58 H20 234.4

S58 H29 252.2

当初算出はなし

土工事の効率
的な施工
代替案の可能
性なし

H15 継続

地区内都市計画道路の
一部が完成し、沿道利用
が進み、また造成が済ん
だ宅地について建築が行
われ、団地が形成されて
きている。

早期完成が望
まれている。

1.88 2.09－ 8.6 68.5

都計道・赤迫線
H14完成
都計道・高田線
H12完成
都計道・道の尾
駅前線　H21完
成予定

継続

都計
－６

個別

土地区画整理事業
高田南土地区画整
理事業

町 長与町

A=49.8ha
建物移転257戸
宅地造成323,100m2
道路築造18,391m
公園、緑地18,251m2

再評価後
５年経過

175.1 69

2.23

・事業費の見直し
によるもの
・完成年度の遅延
によるもの

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15

十善寺地区密
集住宅市街地
整備促進事業
（平成17年度～
23年度・平成19
年度末進捗率
62％）

経済状況が厳しい中、建
設資材は高騰しており、
事業費にも影響をもたらし
ている。また、平成17年1
月4日及び平成18年1月4
日の市町村合併により、
財政状況が圧迫する中で
計画どおりの予算を確保
することができない。

早期完成が望
まれている。

2.0558 57 3.0 23.0長崎市

延長1,040m、幅員15ｍ長崎
市の観光地を代表する出
島・南山手地区の居留地文
化軸として歴史的地区環境
整備街路事業で整備してい
る。

再評価後
５年経過

35.9

都計
－５

個別

街路事業 出島・南山手地区 市

・事業費の見直し
によるもの
・完成年度の遅延
によるもの

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15 継続

経済状況が厳しい中、建
設資材は高騰しており、
事業費にも影響をもたらし
ている。また、平成17年1
月4日及び平成18年1月4
日の市町村合併により、
財政状況が圧迫する中で
計画どおりの予算を確保
することができない。

早期完成が望
まれている。

1.94 2.17

都計
－３

個別

街路事業 神浦山手線 県
佐世保

市

延長970m、幅員13m
宇久町の地域交通の安全
確保を図るとともに、健全な
市街地形成を誘導する。

再評価後
５年経過

13.8 66 99 2.5 4.5 特になし
平成１８年度末に佐世保
市と合併し、新しい佐世保
市として市制が開始され
る。

県道宇久島循
環線のバイパ
ス路線であり、
地元から早急な
整備が望まれ
ている。

1.64 1.14

・事業費の見直し
によるもの
・完成年度の遅延
によるもの

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15 継続

都計
－４

個別

街路事業 小ヶ倉蛍茶屋線 市 長崎市

延長2,960ｍ、幅員13ｍ
市内中心部の渋滞緩和と斜
面市街地における生活道
路、緊急避難通路として位
置づけられている。

再評価後
５年経過

167.5 93 99.9 4.3 8.9
県道小ヶ倉蛍
茶屋線（平成18
年10月開通）

都計
－１

個別

街路事業 破籠井鷲崎線 県 諫早市

延長L=1,290m、幅員W=25m
諫早市街地における交通混
雑の緩和及び安全かつ円滑
な交通の確保を目的とす
る。

再評価後
５年経過

95.0 90.0 100 10 1.0

一般県道諫早
外環状線（仲沖
工区）は、H20
供用開始予
定。

平成15年度に仲沖町～幸
町間約600mを暫定２車線
による供用を行ったことに
より、当該路線周辺の交
通量が増大している。

早期完成が望
まれている。

3.99 3.4

・事業費の見直し
によるもの
・完成年度の遅延
によるもの

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15 継続

都計
－２

街路事業 相浦棚方線 県
佐世保

市

延長3630m、幅員22m
佐世保市北西部における交
通混雑の緩和及び安全かつ
円滑な交通の確保を目的と
する。

再評価後
５年経過

157.7 98 100 1.4 1.9 特になし

平成１５年度に棚方ランプ
まで供用開始し、本路線
に接続する棚方崎真申線
の整備方針について平成
１９年度に決定し、整備を
進めている。

中心市街地へ
向かう現道の交
通渋滞改善策
として早期完成
が望まれてい
る。

2.47 1.33
・完成年度の遅延
によるもの
・推計交通量の減
によるもの

可能な限りコス
ト縮減を図る。
代替案の可能
性はない。

H15 継続
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＜別記　６＞

事業費

着工 完了 （億円）
前年度迄
事業費

進捗率
用地
進捗率

H20年度
事業費

H21年度
以降事業

（億円） (%) (%) （億円） （億円） 当初 現行

対応方針
（原案）

再評価の
理由

再評価の視点

関連事業
の状況

社会経済
情勢の変化

前回審議
年度事業名

事業計画

施設名
事業
主体
事業箇所 事業概要

工  期

平成20年7月9日作成　　平成20年度　再評価対象事業一覧表

上段：当初　下段：変更

コスト縮減
及び
代替案立案の
可能性の有無

地元等
の意向

費用対効果分析事業進捗の状況及び見込み

Ｂ／Ｃ 分析基礎の
要因の変化

S31 H27 73.9

S31 H27 74.2

S55 H28 71.3

S55 H28 76.3

・分析基礎の要因
の変化は特になし
（分析手法の改訂
（改良）があった。）

　建設コストと
維持管理コスト
を最小限に抑
えるために、施
設系の整備計
画を削減・縮小
し、植栽に重点
を置いた自然を
活かす公園計
画へ見直しを
図る。

H15 継続

平成12年度に公園区域の
見直しを行い、当初の
34.9haから現在の48.4ha
へ変更を行った。
広域公園として多様な公
園利用を図るため、既存
のスポーツ施設を中心と
した区域に追加して、自然
と触れあえる空間づくりを
目的とした区域の拡張を
行った。

早期完成が望
まれている。

1.13 6.4894 4.0 11.4
全国育樹祭開
催予定
（平成21年秋）

継続

都計
－８

都市公園事業 百花台公園 県
島原市
雲仙市

広域公園
　計画決定面積　48.4ha
　既開設面積　　 26.8ha
　（大芝生広場、遊具広場、
多目的広場、ソフトボール
場、テニスコート等）

　現在、平成12年度に区域
拡張を行った16.5haの整備
を実施している。

再評価後
５年経過

60.9 80

7.50

・分析基礎の要因
の変化は特になし
（分析手法の改訂
（改良）があった。）

　建設コストと
維持管理コスト
を抑えるため
に、施設系の
整備計画の一
部削減など見
直しを図る。

H15
新西海橋供用
開始
（平成18年3月）

平成13年度に公園区域の
見直しを行い、当初の
55.1haから現在の46.0ha
へ変更を行った。
新西海橋の整備に伴い添
架歩道の区域を追加する
とともに、整備区域の見直
しを図り将来的に整備が
見込めない住宅地等につ
いて公園区域を廃止し
た。

早期完成が望
まれている。

1.2580 98 2.5 12.7
佐世保

市
西海市

総合公園
　計画決定面積　46.0ha
　既開設面積　　 30.5ha
　（芝生広場、アスレチック広
場、ソフトボール場、添架歩
道、ウォークデッキ等）

　現在、平成17年度に供用
開始した新西海橋の周辺整
備を行っている。

再評価後
５年経過

59.0
都計
－７

公園整備事業 西海橋公園 県
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